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「 

人
と
自
然
が
繋
が
る
里
お
お
ど
う
り 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

二
〇
一
七
」 

入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
！ 

 

人
と
自
然
が
繋
が
る
里
お
お
ど
う
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

二
〇
一
七
。「
四
季
折
々
の
風
景
部
門
、
人
部
門
、
暮
ら
し
の

中
で
の
風
景
部
門
」
と
い
う
三
つ
の
部
門
を
今
年
は
設
け
、

撮
影
期
間
を
昨
年
十
月
か
ら
今
年
十
月
ま
で
の
一
年
間
と

し
ま
し
た
。 

総
数
五
十
五
点
の
作
品
を
ご
応
募
頂
き
、
十
一
月
十
二
日

に
開
催
さ
れ
た
、「
元
気
！
大
道
理
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
会
場

内
で
の
投
票
審
査
に
よ
っ
て
、
各
部
門
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
一
点
、
入
選
一
点
、
佳
作
は
三
部
門
で
合
計
十
三
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

 

平
成
三
十
年 
年
頭
所
感 

 

発行元 
大道理夢求の里交流館 

運営協議会 

 

「Feel Relaxed」 
田村 忠浩さん（防府市敷山） 

 

 

 

優秀賞 

 

 

「初めて大道理雪景色を見た日」 

坂井 月美さん（周南市大道理） 

 

 

「彩り」 
 福田 和紀さん（周南市呼坂） 

 

 

 

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
、
地
域
内
外
で
知
ら
れ
る
「
芝

桜
の
風
景
」、「
魚
切
の
滝
」
な
ど
大
道
理
地
区
の
名
所
風

景
だ
け
で
な
く
、
四
季
折
々
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
作

品
を
ご
応
募
頂
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
「
元
気
！
大
道
理
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
会
場
内

で
の
投
票
審
査
で
は
、
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
方
に
投
票

し
て
頂
き
、
作
品
を
ご
覧
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

も
と
て
も
嬉
し
く
、
有
難
い
こ
と
で
し
た
。
地
区
内
の
方

に
は
な
じ
み
深
い
風
景
で
あ
り
、
地
区
外
の
方
か
ら
見
る

と
も
し
か
し
た
ら
初
め
て
見
る
大
道
理
の
自
然
や
、
日
常

の
風
景
に
触
れ
る
機
会
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
大
道
理
に
は
こ
ん
な
に
雪
が
降
る
ん
じ
ゃ
ね
」
な
ど
、

お
話
さ
れ
て
い
る
ご
来
場
者
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

地
区
内
の
方
に
は
改
め
て
、
大
切
な
心
の
風
景
、
日
常

の
中
の
一
コ
マ
に
ふ
と
、
心
を
向
け
て
頂
く
き
っ
か
け

に
、
ま
た
大
道
理
地
区
外
に
お
住
ま
い
の
方
、
大
道
理
出

身
者
の
方
に
は
、
四
季
を
通
じ
て
大
道
理
に
度
々
訪
れ
て

頂
き
、
心
に
残
る
大
切
な
風
景
と
出
会
っ
て
頂
く
き
っ
か

け
の
一
つ
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。 

佳作 

 

 【 

佳
作
】 

（ 

四
点
） 

【 

最
優
秀
賞
】 

（ 

一
点
） 

【 
 

優
秀
賞
】 

（ 

一
点
） 

【 
 

入
選
】 

（ 

一
点
） 

入選 

 

 

「
山
里
の
春
」 

濱
田 

正
満
さ
ん
（
下
関
市
員
光
町
） 

  

「
散
歩
道
」 

田
中 

幸
恵
さ
ん 

（
防
府
市
上
天
神
町
） 

 

「
中
秋
の
名
月
？
」 

秋
積 

達
雄
さ
ん 

（
周
南
市
大
道
理
） 

 

 

 

「
春
の
夜
の
夢
」 

大
木 

洋
子
さ
ん 

（
周
南
市
若
草
町
） 

 

夢
求
の
里
交
流
館
館
長 

 
 
 
 
 

井
上 

正
幸 

 

四
季
折
々
の
風
景
部
門 

四
季
折
々
の
風
景
部
門
の
最
優
秀
賞
は
、
昨
年
度
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
福
田
和
紀
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
、
撮
影
期
間
を
一
年
間
と
し
た
こ
と
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
表
彰
式
後
に
、
大
道
理
地
区
の
隠
れ
た
名
所
を
巡
る
、
実

践
形
式
の
カ
メ
ラ
講
座
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
、
二
回
目
の

開
催
で
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
こ
と
を
地
区
内
外
の
方
に 

大道理地区の世帯数と人口 

世帯数 １９２世帯 

人口  ３８４人 

男性  １７５人 

女性  ２０９人 

高齢化率 ５５．５％ 

(平成２９年１１月３０日現在)

 

平成 30 年 
 1 月１日号 
（No.25） 

最優秀賞 

 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
全
国
的
に
大
変
な
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
、
猛
暑
、
豪

雨
、
年
末
の
寒
波
等
、
大
変
厳
し
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い

に
し
て
、
本
地
域
は
特
別
大
き
な
被
害
も
無
く
、
過
ご
す
こ
と
が
出

来
た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。 

さ
て
、「
夢
求
の
里
交
流
館
」
も
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
指
定
管

理
を
受
け
、
第
三
期
も
残
す
と
こ
ろ
三
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
平
成
二
十
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
芝
桜
の
里
づ
く

り
」
の
取
組
を
き
っ
か
け
に
、
大
道
理
を
よ
く
す
る
会
を
母
体
に
進

め
ら
れ
て
い
る
、
高
齢
者
の
憩
い
の
場
で
あ
る
「
高
齢
者
サ
ロ
ン
」

を
は
じ
め
、「
便
利
屋
事
業
」、「
生
活
交
通
も
や
い
便
」
の
運
行
、

空
き
家
対
策
、
地
元
食
材
を
使
い
、
お
弁
当
配
食
事
業
を
行
い
な
が

ら
高
齢
者
の
安
否
確
認
の
役
割
も
担
う
「
ほ
た
る
工
房
」、
自
主
防

災
組
織
の
取
り
組
み
等
、
高
齢
化
率
五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

る
本
地
区
に
密
着
し
た
き
め
細
か
い
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、「
静

か
な
谷
間
」
に
新
た
な
芽
吹
き
が
急
速
に
進
展
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 

中
で
も
一
昨
年
、
移
住
し
て
来
ら
れ
た
七
名
の
若
者
の
地
域
へ

の
貢
献
は
、
素
晴
ら
し
い
活
力
と
な
り
、
親
子
や
孫
子
の
よ
う
な
関

係
性
が
築
か
れ
、
絆
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
高
齢
化
の
進
む

地
域
で
の
大
き
な
希
望
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
今
後
地
域
の
特
産
物
と
な
り
得
る
自
然
薯
栽
培
に
汗
を
流

す
自
然
薯
栽
培
グ
ル
ー
プ
「
神
さ
ま
の
杖
」
の
メ
ン
バ
ー
も
地
域
内

に
溶
け
込
み
、
日
増
し
に
交
流
も
深
ま
り
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。 

私
た
ち
の
住
む
地
域
は
、
典
型
的
な
中
山
間
地
域
で
あ
り
、
外
に

出
る
こ
と
の
困
難
性
を
考
え
る
と
い
か
に
交
流
人
口
を
増
や
し
、

経
済
効
果
を
生
む
仕
組
み
作
り
を
す
る
か
が
重
要
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
去
る
十
二
月
四
日
、
農
政
局
主
催
の
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農

山
漁
村
（
む
ら
）
の
宝
」
に
お
け
る
中
四
国
管
内
で
の
優
秀
賞
を
大

道
理
地
区
が
県
内
で
唯
一
受
賞
し
、
全
国
に
大
道
理
地
区
の
取
組

が
広
く
発
信
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
こ
の
こ
と

は
、
皆
様
方
の
地
域
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
評

価
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

新
し
い
年
を
迎
え
、
夢
プ
ラ
ン
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
住
ん
で

良
か
っ
た
」「
住
ん
で
み
た
い
」「
訪
れ
て
み
た
い
」
五
感
で
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。 
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「
彩
り
の
里
山
」 

濱
田
正
満
さ
ん 

 

（
下
関
市
員
光
町
） 

 

 
人
と
自
然
が
繋
が
る
里
お
お
ど
う
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
二
〇
一
七 

 

 

 

 

「
女
性
カ
メ
ラ
マ
ン
」 

中
元 

稔
さ
ん 

（
山
陽
小
野
田
市
大
須
恵
） 

 

【 

最
優
秀
賞
】 

（ 

一
点
） 

人
部
門 

最優秀賞 

 

 

「風薫る芝桜の里」 
 土田 和弘さん（静岡県島田市） 

 

 

 

優秀賞 

 

 

【  

優
秀
賞
】 

（ 

一
点
） 

「ホット一息」 
 森田 優子さん（周南市大道理） 

 

 

 

「またくるよ。」 
 山本 由里子さん（周南市周陽二丁目） 

 

 

 

【  

入
選
】 

（ 

一
点
） 

入選 

 

 

佳作 

 

 【 
佳
作
】 

（ 

三
点
） 

「
せ
せ
ら
ぎ
」 

石
本 

和
功
さ
ん 

（
山
口
市
矢
原
町
） 

 

「花衣の土地」 
 石本 和功さん 

（山口市矢原町） 

 

 

 

【 

最
優
秀
賞
】 

（ 

一
点
） 

最優秀賞 

 

 

暮
ら
し
の
中
で
の
風
景
部
門 

「引けえええ～！」 
 田中 章夫さん（周南市呼坂） 

 

 

 

優秀賞 

 

 

【  

優
秀
賞
】 

（ 

一
点
） 

「まつりの終わり」 
 緒方 憲一さん（周南市川手） 

 

 

 

【  

入
選
】 

（ 

一
点
） 

入選 

 

 

「働くおばさん」 
 長廣 直さん（周南市大向） 

 

 

 

佳作 

 

 【 

佳
作
】 

（五
点
） 「夢求の里交流館

より夏空を眺む」 
 松本 忍さん 

（周南市栗屋） 

 

 

 

「秋の涼風」 
 松本 忍さん（周南市栗屋） 

 

 

 

「彩りの季節」 
 藤波 恭一さん（周南市梅園町） 

 

 

「元気な大道理」 
 上田 和夫さん（柳井市大畠） 

 

 

「鹿野地を守る」 
 福田 和紀さん（周南市呼坂） 

 

 

 

「
暮
ら
し
の
中
で
の
風
景
部
門
」
に
は
地
区
行
事
、

イ
ベ
ン
ト
、
季
節
の
彩
が
感
じ
ら
れ
る
身
近
な
風
景
な

ど
、
様
々
な
日
常
風
景
の
中
で
の
一
コ
マ
を
収
め
た
作

品
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
懐
か
し
さ
を
感
じ
た

り
、
ほ
ん
わ
り
と
心
が
温
ま
っ
た
り
す
る
よ
う
な
日
常

を
切
り
取
っ
た
多
数
の
作
品
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
に

は
田
中
章
夫
さ
ん
の
「
引
け
え
え
え
～
！
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。 

 

「
人
部
門
」
に
は
芝
桜
ま
つ
り
に
来
場
さ
れ
て
い
る

ご
家
族
の
柔
ら
か
な
表
情
を
収
め
た
作
品
、
女
性
の
表

情
が
印
象
的
な
写
真
、
民
泊
受
け
入
れ
家
庭
の
方
が
女

子
生
徒
た
ち
を
収
め
た
写
真
な
ど
、
い
ず
れ
も
印
象
的

な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
芝
桜
ま
つ

り
会
場
で
ご
家
族
を
撮
影
さ
れ
た
、
土
田
和
弘
さ
ん
の

「
風
薫
る
芝
桜
の
里
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 



  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年 1 月１日号 

  

大道理かわら版 むくろじ 

  

 

 

 

夢
求
の
里
交
流
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

大
道
理
を
よ
く
す
る
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
新
年
会
及
び
・
干
支
を
祝
う
会
」
の
ご
案
内 

 
日 

 

時
：
平
成 

年 

１
月
７
日
（
日
） 

 

午
後
１
時
～
３
時
半 

 
場 

 
所
：
大
道
理
夢
求
の
里
交
流
館 

大
会
議
室 

会 
 

費
：
男
性
三
千
円 

女
性
二
千
円 

申
し
込
み
： 

月 

日
（
月
）。
会
費
を
添
え
て
各
自
で

交
流
館
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

  

ミ
ニ
サ
ロ
ン
、
サ
ロ
ン
お
休
み
の
お
知
ら
せ 

 

 一
月
は
サ
ロ
ン
、
ミ
ニ
サ
ロ
ン
は
お
休
み
で
す
！ 

12

0 25

0 

カメラ講座でカメラの使い方を説明する田村さん 

 

30

0 

 
人
と
自
然
が
繋
が
る
里
お
お
ど
う
り 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式 

 No.25 

  

「四季折々の風景部門」最優秀賞、福田和紀さん

へ表彰状が授与されています 

（） 

 

表彰状を受け取る土田政子さん 

（人部門最優秀賞 土田和弘さんの代理で出席） 

 

表彰状を受け取る田中章夫さん 

（暮らしの中での風景部門最優秀賞） 

 

十
一
月
十
九
日
、「
大
道
理
カ
メ
ラ
散
歩
講
座
二
〇
一
七
」

開
講
前
、
「
人
と
自
然
が
繋
が
る
里
お
お
ど
う
り
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

「
四
季
折
々
の
風
景

部
門
」、「
人
部
門
」、「
暮

ら
し
の
中
で
の
風
景
部

門
」
の
三
部
門
で
最
優

秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
、

佳
作
に
選
ば
れ
、
今
回

表
彰
式
に
出
席
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
、
夢
求
の
里

交
流
館
運
営
協
議
会
の

中
村
俊
道
会
長
か
ら
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。 

 
 

最
優
秀
賞
受
賞
に
つ
い
て
、
福
田
和
紀
さ
ん
は
、『
昨
年
最
優

秀
賞
を
頂
い
た
こ
と
で
、
み
っ
と
も
な
い
作
品
は
出
せ
な
い
と

思
い
、
今
年
の
応
募
に
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
写
真
を
始
め
て
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

知
る
ほ
ど
に
奥
深
く
、
様
々
な
作
品
展
に
応
募
す
る
ほ
ど
に
難

し
さ
を
感
じ
ま
す
。
大
道
理
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
昨
年
も
申
し
ま
し
た
が
、
専
門
家
の
方
に
よ
る
審
査
で
は

な
く
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
来
場
者
に
よ
る
投
票
審
査
と
い
う

形
な
の
で
、
綺
麗
と
か
、
好
き
だ
な
と
い
う
感
覚
で
作
品
を
選

ん
で
も
ら
う
方
式
は
、
わ
か
り
や
す
く
て
良
い
な
と
感
じ
ま

す
。
私
は
、
風
景
写
真
が
好
き
で
、
素
直
に
綺
麗
だ
な
と
い
う

こ
と
で
、
私
の
作
品
を
選
ん
で
頂
け
た
と
し
た
ら
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
今
年
も
美
味
し
い
お
米
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
』
と
喜
び
の
思
い
を
お
話
下
さ
い
ま
し
た
。 

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
田
村
忠
浩
さ
ん
は
、
カ
メ
ラ
講
座
で

平
成
二
十
七
年
か
ら
、
講
師
の
淺
原
さ
ん
と
共
に
教
え
に
来
て

下
さ
り
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
受
賞
の
感
想
は
、 

『
ず
っ
と
以
前
か
ら
写
真
が
好
き
で
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て 

 

「
人
部
門
」
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ

た
土
田
和
弘
さ
ん

は
、
大
道
理
地
区
出

身
で
す
が
、
現
在
静

岡
県
在
住
で
、
当
日

表
彰
式
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
代

理
で
お
母
さ
ん
の
政

子
さ
ん
が
表
彰
状
を

受
け
取
ら
れ
ま
し

た
。
受
賞
に
つ
い
て
、

和
弘
さ
ん
は 

  

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
回
の
受
賞
に
大
変

驚
い
て
い
ま
す
。
人
物
写
真
で
の
応
募
は
今
回
が
初

め
て
で
す
。
賞
は
、
地
元
の
方
の
絆
と
団
結
力
と
、

明
る
い
笑
顔
に
対
し
て
頂
い
た
賞
だ
と
思
っ
て 

 

『
賞
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
家
族
が
増
え

て
、
家
族
を
撮
り
た
く
て
、
カ
メ
ラ
を
買
っ
て
一
年
。
芝
桜

の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
つ
り
の
時
期
に
帰
省
で

き
た
の
は
、
今
年
が
初
め
て
で
す
。
綺
麗
な
花
と
家
族
を
撮

り
た
か
っ
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
風
が
吹
い
た
一
瞬
、
撮
る
こ

と
が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。
大
道
理
を
離
れ
て
十
六
年
経

ち
、
段
々
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
の
は
寂
し
い
で
す
が
、

芝
桜
ま
つ
り
で
沢
山
の
方
が
、
大
道
理
を
訪
れ
て
下
さ
る
の

は
、
う
れ
し
い
で
す
。
皆
さ
ん
で
元
気
な
大
道
理
を
つ
く
っ

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
賞
品
の
お
米
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

家
族
で
頂
き
ま
す
』
と
受
賞
の
感
想
と
、
大
道
理
へ
の
思
い

を
述
べ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ご
両
親
の
友
己
さ
ん
、
政
子
さ

ん
は
、
和
弘
さ
ん
の
写
真
に
つ
い
て
、「
ほ
ん
わ
か
し
た
雰
囲

気
の
写
真
で
良
い
で
す
ね
。
仲
の
良
い
家
族
な
ん
だ
な
あ
と

い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
」
と
、
仰
っ
て
い
ま
し
た
。 

い
ま
し
た
が
、
新
し
く
カ
メ

ラ
を
買
っ
て
、
本
格
的
に
始

め
た
の
は
三
年
前
で
す
。
ち

ょ
う
ど
大
道
理
の
カ
メ
ラ
講

座
が
始
ま
り
、
カ
メ
ラ
の
ワ

タ
ナ
ベ
の
淺
原
さ
ん
か
ら
ア

シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
来
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
、
最
初
は
迷

い
ま
し
た
が
、
教
え
る
こ
と

で
自
分
の
勉
強
に
も
な
る
と

思
い
、
引
き
受
け
ま
し
た
。
魚

切
の
滝
は
、
去
年
の
大
道
理

の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
応
募 

 

元気！大道理ふるさとまつり当日のフォトコンテスト会場

の様子 

 

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
森
田
優
子
さ
ん
は
、
周
南
学
び

の
旅
で
の
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、『
も
う
一
年
経
つ
ん 

入
選
さ
れ
た
、
山
本
由
里
子
さ
ん
は
、
大
道
理
地
区
出
身
の
方

で
す
。『
私
は
写
真
が
好
き
で
様
々
な
場
所
へ
撮
影
に
行
っ
て
い

ま
す
。
出
来
る
だ
け
色
ん
な
場
所
へ
行
き
、
人
と
出
会
い
、
色
ん

な
こ
と
を
吸
収
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
あ
の
作
品

は
、
芝
桜
ま
つ
り
会
場
で
偶
然
出
会
っ
た
方
に
、「
写
真
を
撮
ら

せ
て
下
さ
い
」、
と
お
願
い
し
て
撮
影
し
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

に
応
募
す
る
こ
と
も
ご
了
承
頂
き
ま
し
た
。
女
の
子
は
二
歳
だ

そ
う
で
す
が
、
こ
ち
ら
の
質
問
に
す
べ
て
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

二
歳
で
、
こ
ん
な
に
話
す
お
子
さ
ん
に
は
初
め
て
出
会
い
ま
し

た
。
お
話
し
て
い
て
女
の
子
が
可
愛
ら
し
く
て
、
こ
ち
ら
も
嬉
し

く
な
り
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
帰
り
際
に
女
の
子
が
「
ま
た
会

お
う
ね
」「
ま
た
来
る
よ
」
と
言
っ
た
言
葉
を
作
品
タ
イ
ト
ル
に

し
ま
し
た
。
芝
桜
ま
つ
り
に
は
二
日
間
行
き
ま
し
た
が
、
両
日
と

も
素
敵
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
花
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
人

と
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
る
こ
と
も
芝
桜
ま
つ
り
の
魅
力
だ
と
感
じ

ま
す
。
都
会
の
方
、
様
々
な
方
と
出
会
い
、
結
び
つ
き
が
出
来
る

場
所
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
会
場
内
を
歩
く
と
山
の
香
り
、
芝
桜
の

香
り
が
し
て
、
目
で
見
て
、
香
り
を
感
じ
、
五
感
を
使
っ
て
普
段

の
生
活
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
感
覚
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
故
郷
の
自
然
の
美
し
さ
、
人
の
温
か
さ
は
、
離
れ
て
み
て
実

感
し
ま
す
。』
と
受
賞
の
感
想
、
カ
メ
ラ
へ
の
思
い
、
故
郷
へ
の

思
い
を
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。 

作
品
で
良
い
写
真
が
多
く
、
一
度
機
会
が
あ
れ
ば
、
撮
り
に

い
っ
て
み
た
い
場
所
で
し
た
。
応
募
作
品
撮
影
の
日
は
暑
い

時
期
で
、
涼
み
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
滝
ま
で
の
往
復
で
汗

び
っ
し
ょ
り
に
な
り
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
の
ワ
タ
ナ
ベ
に
通
う

よ
う
に
な
っ
て
淺
原
さ
ん
か
ら
、
周
南
市
の
イ
ベ
ン
ト
の
お

知
ら
せ
を
頂
く
よ
う
に
な
っ
て
、
周
南
市
に
よ
く
撮
影
に
来

る
よ
う
に
な
り
、
素
敵
な
場
所
が
多
い
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
大
道
理
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
テ
ー
マ
が
あ
る
の

で
、
応
募
し
や
す
い
で
す
。
今
後
ま
た
、
芝
桜
を
含
め
、
大

道
理
の
写
真
を
色
々
と
撮
っ
て
み
た
い
で
す
。』
と
、
受
賞
の

感
想
、
写
真
へ
の
思
い
等
を
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。 

入
選
さ
れ
た
、
ア
ト
リ
エ
樹
本
大
道
理
マ
ン
ガ
村
の
坂
井

月
美
さ
ん
は
、『
ま
さ
か
入
る
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
私
が
住
ん
で
い
た
山
口
市
で
は
、
雪
が
降

っ
て
も
そ
ん
な
に
積
も
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
、
大
道
理

に
来
て
、
あ
ん
な
に
積
も
っ
た
と
こ
ろ
を
初
め
て
見
ま
し

た
。
写
真
は
、
漫
画
の
資
料
で
日
頃
か
ら
ア
イ
フ
ォ
ン
や
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
で
撮
っ
て
い
て
、
色
々
な
と
こ
ろ
に

出
か
け
て
風
景
写
真
な
ど
を
撮
る
の
が
好
き
で
す
。
』
と
お

話
し
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

で
す
ね
。
あ
の
時
、（
写
真
撮
影
時
）
三
人
の
う
ち
、
二
人
の
子
は

缶
入
り
の
お
汁
粉
を
飲
ん
で
い
て
、
あ
ん
こ
の
粒
を
食
べ
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
あ
の
写
真
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
撮
影
し

た
も
の
で
す
。
日
頃
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
大
道
理
で
の
写
真
な
ど
を

撮
影
し
て
、
広
島
の
友
人
や
、
兄
弟
た
ち
に
ラ
イ
ン
で
送
っ
て
い

ま
す
。
写
真
の
題
名
を
付
け
る
時
に
は
悩
ん
で
、
主
人
（
清
美
さ

ん
）
と
相
談
し
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。
賞
を
頂
け
た
の
は
、
子
ど

も
た
ち
の
お
陰
で
す
。
三
人
に
は
、
年
賀
状
で
受
賞
の
こ
と
を
知

ら
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。』
と
、
お
話
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
緒
方
憲
一
さ
ん
は
、

『
大
道
理
に
は
ホ
タ
ル
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
今
年
初
め
て
芝
桜
ま
つ
り
に
行
き
、
地

元
の
方
が
お
ら
れ
、
良
い
風
景
だ
と
感
じ
て
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。
出
か
け
る
こ
と
や
、
写
真

を
撮
る
こ
と
が
好
き
で
、
二
～
三
年
前
位
か
ら
よ

く
撮
り
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
は
、
風

景
写
真
を
主
に
撮
影
し
て
い
ま
す
。
受
賞
す
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
驚
い
て
い
ま
す
。
お

米
は
精
米
し
て
頂
き
ま
し
た
。
美
味
し
か
っ
た
で

す
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。』 

入
選
さ
れ
た
長
廣
直
さ
ん
は
、『
ま
さ
か
の
受
賞

に
家
族
一
同
驚
い
て
い
ま
す
。
選
ん
で
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
写
真
は
、
農
作
業
に
一

緒
に
行
っ
た
と
き
に
撮
っ
た
も
の
で
す
。
我
が
家

の
ア
イ
ド
ル
と
し
て
十
三
年
、
常
に
家
族
を
癒
し
、

た
ま
に
番
犬
と
な
る
、
よ
く
働
く
愛
犬
「
ご
ん
」
で

す
。』
と
、
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

 

い
ま
す
。
大
道

理
の
皆
さ
ん

の
素
敵
な
笑

顔
に
出
会
え

た
こ
と
で
撮

れ
た
一
枚
で

す
。
』
と
受
賞

へ
の
思
い
を

お
話
し
下
さ

い
ま
し
た
。 

 

暮
ら
し
の
中
で
の
風
景
部
門
」
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た

田
中
章
夫
さ
ん
は
、『
写
真
を
撮
る
の
は
好
き
で
、
色
々
な
写
真

を
撮
っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
は
今
ま
で
殆
ど 



  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年 1 月１日号 

  

大道理かわら版 むくろじ 

  

編
集
後
記 

  

一
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
二
〇

一
八
年
が
始
ま
り
ま
す
。
個
人
的
に
は
二

〇
一
七
年
も
前
半
に
大
き
な
山
が
あ
り
、

後
半
の
秋
以
降
に
ま
た
、
ど
っ
と
大
き
く

一
気
に
あ
れ
や
こ
れ
や
と
予
期
せ
ぬ
こ
と

が
や
っ
て
き
て
、
昨
年
以
上
に
波
瀾
万
丈

な
一
年
で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
波
乱
の
一

年
で
し
た
が
、
お
陰
様
で
今
回
が
二
度
目

の
開
催
と
な
っ
た
「
人
と
自
然
が
繋
が
る

里
お
お
ど
う
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

つ
い
て
、
今
年
も
今
号
の
「
む
く
ろ
じ
」

で
、
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
初
め
て
の
開
催
だ
っ
た
前
回
に
比

べ
て
、
開
催
に
い
た
る
ま
で
の
準
備
は
前

回
の
経
験
を
経
て
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
十
一
月
は
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
、
表
彰
式
、
カ
メ
ラ
講
座
と
い
う
流
れ

で
、
無
事
終
わ
っ
た
時
は
、
ほ
っ
と
胸
を
撫

で
お
ろ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
各
部
門
の
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
選
の
方
に
受
賞
の
感

想
、
大
道
理
へ
の
思
い
、
写
真
へ
の
思
い
な

ど
も
お
伺
い
で
き
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
少
し
昔
の
大
道
理
」
で
は
、
今
号
、「
お

正
月
の
過
ご
し
方
」
に
つ
い
て
、
神
杉
英
忠

さ
ん
敏
子
さ
ん
ご
夫
婦
か
ら
お
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
お
話
を
伺
っ
た
の
は
十
二

月
初
旬
の
と
て
も
冷
え
込
ん
だ
日
で
し
た

が
、
ご
自
宅
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
「
ハ
ブ
ソ

ウ
茶
」
を
頂
き
、
と
て
も
暖
ま
り
、
本
当
に

有
難
か
っ
た
で
す
！
普
通
の
お
茶
は
、
五

月
に
収
穫
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
が
、
ハ
ブ

ソ
ウ
茶
は
五
月
に
植
え
て
、
夏
に
刈
り
取

っ
て
乾
燥
さ
せ
る
の
で
、
乾
燥
が
早
く
、
普

段
は
、
自
家
製
の
お
茶
と
半
々
に
混
ぜ
て

飲
ん
で
い
る
こ
と
、
自
家
採
集
し
て
毎
年

育
て
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
等
、
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。
ほ
う
じ
茶
も
ほ
っ
と

す
る
味
で
す
が
、
ハ
ブ
ソ
ウ
茶
も
と
て
も

美
味
し
く
、
心
が
ほ
っ
と
温
ま
り
ま
し
た
。

ご
家
庭
で
作
物
、
生
活
に
使
う
た
め
の

様
々
な
道
具
を
ご
自
分
た
ち
の
手
で
作
る

た
め
の
知
恵
が
受
け
継
が
れ
て
来
た
と
い

う
こ
と
、
お
正
月
を
迎
え
る
た
め
の
準
備

を
ご
家
族
皆
さ
ん
で
さ
れ
る
こ
と
、
手
作

り
の
暮
ら
し
の
価
値
を
目
の
当
た
り
に
す

る
と
と
て
も
感
動
し
て
、
「
素
敵
で
す

ね
！
」
と
何
度
と
な
く
感
嘆
の
声
を
あ
げ

な
が
ら
、
お
二
人
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
人
と
自
然
が
繋
が
る
里
お
お
ど
う
り
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
「
少
し
昔
の
大
道

理
」
の
季
節
ご
と
の
暮
ら
し
方
に
つ
い
て

お
伺
い
す
る
中
で
、
改
め
て
大
道
理
の
自

然
の
美
し
さ
、
人
の
温
か
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
二
〇
一
七
年
も
大
道
理
の
皆
さ

ん
に
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
新

し
い
年
も
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。（
山
縣
清
子
） 

 

 

 

お正月の迎え方、過ごし方のお話をして 

下さった 神杉英忠さん、敏子さん 
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  少
し
昔
の
大
道
理 

～ 

お
正
月
の
迎
え
方 

 
神
杉
英
忠
さ
ん
敏
子
さ
ん 

 

（ 

横
川
） 

▲水嚢（すいのう） 

神
杉
英
忠
さ

ん
、
敏
子
さ
ん

に
は
、「
手
踊
り

保
存
会
」
特
集

の
際
、
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
お
正

月
を
迎
え
る
た

め
に
、
蕎
麦
打

ち
を
ご
家
族
で

さ
れ
て
い
た
と

い
う
お
話
を 

伺
い
、
改
め
て
じ
っ
く
り
と
お
話
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
十
二

月
初
旬
、
ご
自
宅
に
伺
い
、
新
年
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
や
、

日
々
の
生
活
の
知
恵
、
農
業
の
こ
と
等
、
お
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。 

 
 

神
杉
英
忠
さ
ん
・
敏
子
さ
ん
『
孫
が
ま
だ
小
さ
な
頃
、
お
正
月

に
は
大
人
十
数
人
、
こ
ど
も
十
数
人
と
、
賑
や
か
に
こ
の
家
に

集
ま
り
、
皆
で
蕎
麦
打
ち
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
孫
が
大
き

く
な
り
、
部
活
や
受
験
な
ど
で
忙
し
く
な
り
、
皆
が
一
斉
に
、

お
盆
や
お
正
月
に
集
ま
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 蕎

麦
は
、
五
月
八
日
頃
に
小
豆
を
植
え
、
そ
れ
を
盆
に
収
穫

し
た
後
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
母
（
静
子
さ
ん
）
か
ら
、「
霜
が

も
う
降
り
る
こ
と
の
な
い
、
薬
師
の
頃
（
長
穂
の
薬
師
堂
で
お

祭
が
あ
る
ご
縁
日
の
日
）
に
小
豆
の
種
を
蒔
く
と
良
い
」
と
教

わ
り
ま
し
た
。
小
豆
を
お
盆
に
収
穫
し
た
後
、
八
月
二
十
日
頃

に
蕎
麦
を
植
え
ま
す
。
蕎
麦
は
や
せ
た
土
地
で
も
育
つ
た
め
、

蕎
麦
の
種
を
蒔
い
た
後
、
飼
っ
て
い
た
牛
の
た
い
肥
を
上
か
ら

ま
き
、
そ
の
後
、
肥
料
は
入
れ
ま
せ
ん
。
八
月
二
十
日
頃
植
え

た
蕎
麦
は
、
秋
に
霜
が
一
度
降
り
た
後
で
刈
り
取
り
ま
す
。
刈

っ
た
後
で
束
ね
て
干
し
た
後
、
叩
い
て
実
を
落
と
し
、
三
回
ほ

ど
脱
穀
作
業
を
し
て
、
機
械
を
使
っ
て
挽
き
、
紙
の
上
で
、
全

部
で
七
～
八
升
分
の
蕎
麦
の
粉
を
、
水
嚢
（
す
い
の
う
）
※
写
真 

 

受
け
継
が
れ
る
知
恵
を
活
か
す
暮
ら
し 

参
照
。
目
の
細
か
い
ザ
ル
）
を
使

っ
て
二
～
三
合
ず
つ
お
ろ
し

て
い
き
ま
す
。
寒
い
時
期
の

作
業
で
、
蕎
麦
を
挽
い
た
粉

は
冷
た
く
て
手
が
冷
え
、
一

層
寒
く
感
じ
ま
し
た
。 

蕎
麦
打
ち
は
年
末
、
子
ど

も
、
お
嫁
さ
ん
、
孫
た
ち
と
一

緒
に
し
て
い
ま
し
た
。 

▲そば打ちの道具。そば粉をこねる鉢、包丁、麺棒 

我
が
家
で
は
、
蕎
麦
を

打
つ
時
に
つ
な
ぎ
は
使
わ

ず
、
蕎
麦
だ
け
を
使
っ
て

い
る
の
で
、
切
る
時
に
ち

ぎ
れ
て
し
ま
い
、
一
般
的

な
蕎
麦
よ
り
短
い
の
で
す

が
、
香
り
が
良
く
て
、
と

て
も
美
味
し
い
で
す
。
包

丁
は
、
父
（
寧
さ
ん
）
が
刃

の
部
分
に
指
が
入
っ
て
切

り
や
す
い
よ
う
加
工
し
た

も
の
（
上
の
写
真
参
照
）

を
使
っ
て
切
っ
て
い
ま
し

た
。
切
る
時
に
も
皆
が 

お
雑
煮
は
、
蕎
麦
の
出
汁
が
余
っ
た
も
の

に
、
白
菜
、
大
根
、
人
参
、
お
肉
、
ネ
ギ
、
豆

腐
、
お
餅
を
入
れ
て
作
り
ま
す
。
親
戚
か
ら
頂

い
た
富
田
の
「
横
矢
ネ
ギ
」
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
ネ
ギ
か
ら
甘
味
が
出
て
お
い
し
い
で
す
。 
 

嫁
い
だ
当
初
、
家
に

は
冷
蔵
庫
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
雪

の
中
で
保
存
し
た
り
、

（
家
の
北
側
に
あ
る
）
横

穴
に
父
が
木
の
戸
を

立
て
て
、
穴
の
中
に
棚

を
作
っ
て
、
食
べ
物
を

保
存
す
る
の
に
使
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

今
は
、
子
ど
も
や
孫
が
正
月
に
帰
省
し
ま
す
が
、
昔
は
お

正
月
前
に
は
、
父
の
兄
弟
や
、
親
戚
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

父
の
兄
弟
は
芸
達
者
な
方
が
多
く
、
三
味
線
を
持
っ
て
き
て

弾
き
、
夫
（
英
忠
さ
ん
）
が
合
わ
せ
て
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
酒
を
飲
む
の
が
好
き
な
方
が
多
く
、
親
戚
が
集
ま

っ
て
飲
む
こ
と
が
、
盆
正
月
の
楽
し
み
の
一
つ
で
し
た
。 

▲家の敷地内にある横穴です 

今
、
お
正
月
に
お
餅
は
一
俵
ほ
ど
搗
い
て
い
ま
す
。
今
で

は
、
機
械
を
使
っ
て
蒸
し
て
搗
き
、
年
末
に
岩
国
に
住
ん
で

い
る
長
男
の
家
族
と
一
緒
に
、
大
き
な
松
の
木
で
で
き
た

三
メ
ー
ト
ル
幅
の
餅
板
の
上
で
丸
め
て
、
名
古
屋
、
大
阪
、

住
ん
で
い
る
、
次
男
、
三
男
の
家
族
に
送
っ
て
い
ま
す
。 

 

父
は
、
器
用
な
人
で
、
道
具
な
ど
、

日
常
で
使
う
様
々
な
も
の
を
自
分
で

作
っ
て
い
ま
し
た
。
十
月
に
竹
を
切
っ

て
、
ヒ
ゴ
を
作
っ
て
、
む
し
ろ
を
敷
き
、

庭
の
日
な
た
で
「
石
そ
う
け
」、「
大
そ

う
け
」
な
ど
を
作
っ
た
り
、「
め
ご
竹
」

を
使
っ
て
籠
（
←
写
真
）
を
編
ん
だ
り
し

て
い
ま
し
た
。
父
が
手
作
り
し
た
道
具

は
と
て
も
長
持
ち
し
て
、
こ
ち
ら
の
め

ご
竹
で
編
ん
だ
籠
は
五
十
年
も
の
で

す
。 

  

め
ご
竹
は
、
一
本
一
本
の
幅
が
と
て
も
細
い
竹
で
、
籠
を
編
む
の
に
適

し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
食
器
を
洗
っ
た
時
、
伏
せ
る
為
に
使
っ
て
い

ま
し
た
。
一
度
父
か
ら
「
め
ご
竹
」
の
籠
作
り
を
教
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
父
の
よ
う
に
き
れ
い
に
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
冬
の
間
は

納
屋
に
火
鉢
を
置
い
て
、
母
か
ら
習
い
な
が
ら
一
緒
に
「
筵
」
や
「
ほ
ぼ

ら
」
等
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。 

私
は
、
子
ど
も
が
中
学
生
、
高
校
生
、
と
大
き
く
な
る
ま
で
は
家
に
い

て
、
農
作
物
の
栽
培
の
こ
と
、
食
に
関
す
る
こ
と
、
生
活
に
関
わ
る
こ
と

を
夫
の
両
親
か
ら
、
見
て
習
っ
て
、
受
け
継
い
だ
も
の
を
自
分
流
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
来
ま
し
た
。
今
は
お
店
が
あ
り
、
何
で
も
買
う
こ
と
が
出
来
、

生
活
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
り
、
女
性
が
外
に
働
き
に
出
る
よ
う
に
な
り
、
家

に
毎
日
い
て
生
活
し
な
が
ら
、
上
の
世
代
の
方
か
ら
知
恵
を
受
け
継
ぐ
こ

と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
が
帰
省
し
た
時
、
お
嫁
さ
ん
や

孫
た
ち
に
蕎
麦
打
ち
や
、
餅
つ
き
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
で
も
一
年
中
、「
次
は
あ
れ
を
植
え
ん
に
ゃ
あ
」
と
段
取
り
を
し
た
り
、

あ
れ
こ
れ
つ
く
っ
た
り
、
や
る
こ
と
が
沢
山
あ
っ
て
忙
し
い
毎
日
で
す
。』 

  

▲「めご竹」を使って作る籠（寧さん作） 

手
作
り
の
価
値
と
受
け
継
ぐ
と
い
う
こ
と 

 

順
番
で
切
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ば
粉
は
打
っ
て
蕎
麦
と
し
て

食
べ
た
り
、
お
砂
糖
や
し
ょ
う
ゆ
を
加
え
て
「
蕎
麦
が
き
」

と
し
て
食
べ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
孫
た
ち
は
「
香
り
が
良

い
」、
と
言
っ
て
喜
ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。
』 

 
  

お
せ
ち
に
使
う
野
菜
は
、
大
根
、
人
参
、
椎
茸
、
里
芋
を

そ
れ
ぞ
れ
別
に
煮
て
、
黒
豆
等
と
一
緒
に
お
重
に
詰
め
て

い
ま
し
た
。
魚
は
ブ
リ
を
買
っ
て
、
お
刺
身
に
し
ま
す
。
父

が
さ
ば
い
て
い
ま
し
た
が
、
父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
私

が
さ
ば
い
て
い
ま
す
。 

 敏
子
さ
ん
：『
お
正
月
の
準
備
と
し
て
は
そ
の
他
、
餅
つ
き

や
お
せ
ち
作
り
等
が
あ
り
ま
す
が
、
嫁
い
だ
当
初
は
、
魚
や

お
肉
を
徳
山
の
商
店
街
ま
で
買
い
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
免

許
を
取
っ
て
か
ら
は
、
チ
ェ
ー
ン
を
タ
イ
ヤ
に
巻
い
て
買
い

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
な
ま
こ
を
バ
ケ
ツ
一
杯

買
っ
て
い
ま
し
た
。
肉
は
、
蕎
麦
に
入
れ
た
り
、
お
雑
煮
に

入
れ
た
り
し
て
食
べ
ま
す
。 

  

現
在
、
蕎
麦
の
栽
培
、
蕎
麦
打
ち
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

小
豆
は
栽
培
し
て
い
て
、
自
家
製
の
小
豆
を
使
っ
て
お
餅
の

あ
ん
こ
を
作
っ
た
り
、
ぜ
ん
ざ
い
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
あ
ん
こ
は
、
他
に
も
、
柏
餅
に
入
れ
た
り
、
団
子
、
オ

ハ
ギ
、
小
麦
粉
を
練
っ
て
作
る
麦
饅
頭
に
い
れ
た
り
も
し
ま

す
。
麦
饅
頭
は
、
小
麦
粉
に
お
砂
糖
、
水
、
炭
酸
（
重
曹
）

を
加
え
た
も
の
を
練
っ
て
、
耳
た
ぶ
の
硬
さ
に
し
て
、
あ
ん

こ
を
入
れ
、
柏
の
葉
を
下
に
敷
い
て
蒸
す
と
膨
ら
み
ま
す
。

去
年
の
夏
に
は
、
大
道
理
の
乙
女
会
（
横
川
地
区
に
お
住
ま

い
の
方
の
女
子
会
）
で
、
麦
饅
頭
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。 

 

小
豆
は
、
五
月
八
日
に
植
え
る
夏
小
豆
、
中
間
小
豆
、
秋
小
豆
の
三
種

類
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
種
を
植
え
ま
す
。
昔
は
五
月
に
夏
小
豆
を
植

え
て
、
お
盆
に
親
戚
皆
が
集
ま
っ
た
時
に
収
穫
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
、
七
月
末
に
植
え
る
秋
小
豆
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
小
豆
は
乾
燥
し
て

い
る
状
態
だ
と
、
さ
や
か
ら
実
が
飛
び
出
し
て
し
ま
う
の
で
、
朝
夕
、
露

が
降
り
て
し
ん
な
り
し
て
い
る
状
態
の
時
に
収
穫
し
、
む
し
ろ
の
上
に

干
し
て
、
乾
燥
さ
せ
て
叩
い
て
か
ら
実
を
取
り
出
し
ま
す
。 


